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「
奉
献
生
活
」
と
は

今
年
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
「
奉
献
生
活
の

年
」
を
送
っ
て
い
ま
す
。
奉
献
生
活
と
は
修
道

生
活
の
新
し
い
呼
び
名
で
は
な
く
、
誓
願
を
立

て
て
神
へ
の
奉
仕
に
全
面
的
に
捧
げ
ら
れ
た
生

活
を
、
隠
修
生
活
や
処
女
（
お
と
め
）
の
身
分

の
よ
う
に
個
人
で
送
る
人
と
、
修
道
会
や
在
俗

会
の
会
員
の
よ
う
に
集
団
で
送
る
人
を
合
わ
せ

て
呼
ぶ
た
め
に
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
考
案

さ
れ
た
表
現
で
す
。
個
人
で
奉
献
生
活
を
送
る

人
は
日
本
に
は
ま
だ
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
増
え
て
い
ま
す
。
奉
献
生

活
を
送
る
人
は
世
界
全
体
で
百
万
人
ほ
ど
お
り
、

修
道
者
が
全
体
の
九
割
超
を
占
め
て
い
ま
す
。

教
皇
が
書
簡
で
招
い
た

公
会
議
の
「
修
道
生
活
の
刷
新･

適
応
に
関

す
る
教
令
」
の
公
布
五
十
周
年
を
記
念
す
る
形

で
行
わ
れ
て
い
る
「
奉
献
生
活
の
年
」
で
す
が
、

そ
の
始
ま
り
に
際
し
て
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は

書
簡
を
送
り
、
「
過
去
を
感
謝
を
も
っ
て
見
つ

め
、
現
在
を
喜
び
を
も
っ
て
生
き
、
未
来
を
希

望
を
も
っ
て
抱
く
」
よ
う
に
と
招
き
ま
し
た
。

慈
し
み
深
い
神
の
恵
み
を
生
活
の
中
に
感
じ
取

り
、
全
能
の
神
の
摂
理
を
世
界
に
見
る
と
い
う

超
自
然
的
な
感
覚
は
信
仰
の
基
本
で
す
が
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
信
仰
に
は
歴
史
的
な
視
座
が

あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
教
皇
の
招
き
は
こ

う
し
た
伝
統
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

教
会
の
過
ち
に
も
言
及

イ
エ
ス･

キ
リ
ス
ト
が
公
の
宣
教
生
活
の
初

め
か
ら
弟
子
た
ち
を
招
き
（
マ
ル
コ
三･

十
四

参
照
）
、
「
で
き
な
い
こ
と
は
何
一
つ
な
い
」

（
ル
カ
一･

三
八
）
は
ず
の
神
が
、
天
上
の
事

柄
の
鍵
を
地
上
に
い
る
弟
子
た
ち
に
委
ね
て
（
マ

タ
イ
十
六･

十
九
参
照
）
始
ま
っ
た
教
会
は
、

こ
の
世
で
宣
教
し
、
人
間
の
社
会
に
神
の
国
を

打
ち
立
て
る
使
命
を
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
教
会
の
歩
み
は
歴
史
的
な
も
の
に
な
り

ま
す
が
、
人
間
が
行
っ
て
い
る
宣
教
活
動
で
す

か
ら
限
界
も
失
敗
も
あ
り
ま
す
。
教
会
が
罪
深

い
こ
と
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、

今
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
教
皇
も
歴
史
上

の
教
会
の
過
ち
に
言
及
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
り
ま
す
。

未
来
へ
歩
む
勇
気
は
「
希
望
」

歴
史
の
中
を
歩
ん
で
い
く
さ
だ
め
が
あ
る
の

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
グ
レ
ゴ
リ
ア

ン
大
学
主
催
の
「
教
会
法
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
最
終

日
、
バ
チ
カ
ン
宮
殿
謁
見
の
間
で
二
五
〇
人
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
参
加
者
を
代
表
し
た
菅
原
裕
二
神
父
と
特
別
謁
見
さ

れ
た
。

で
す
か
ら
、
過
去
の
出
来
事
を
反
省
す
る
こ
と

は
今
を
よ
く
生
き
る
こ
と
に
必
要
で
、
今
を
真

剣
に
生
き
な
い
の
は
未
来
に
対
し
て
責
任
の
あ

る
態
度
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
教
会
は
反
省
や
真

剣
さ
と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
、
今
、
自
分
た

ち
さ
え
幸
せ
な
ら
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
風
潮

を
戒
め
ま
す
。
同
時
に
、
教
皇
は
過
去
を
（
反

省
だ
け
で
な
く
）
喜
び
を
も
っ
て
見
つ
め
る
よ

う
に
と
語
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
分
た
ち
が
（
奉

献
生
活
を
送
る
人
の
場
合
は
特
に
創
立
者
が
）

受
け
た
恵
み
を
思
い
出
す
こ
と
で
可
能
に
な
る

と
教
え
、
ま
た
信
仰
を
生
き
て
い
る
者
の
し
る

し
は
「
喜
び
」
で
あ
り
、
不
確
か
な
未
来
に
向

か
う
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
キ
リ
ス
ト
の

再
臨
に
対
す
る
希
望
だ
と
教
え
ま
す
。

説
得
力
あ
る
教
皇
の
実
践

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
就
任
後
二
年
半
た
っ

て
も
人
々
の
耳
目
を
集
め
続
け
る
の
は
、
分
か

り
や
す
い
言
葉
で
語
り
、
模
範
を
も
っ
て
示
し
、

各
自
が
自
分
に
で
き
る
事
か
ら
始
め
る
こ
と
で

世
界
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
導
く
確
信
が

あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
そ
の
姿
を
見
な
が

ら
感
じ
ま
す
。
教
皇
座
の
お
ひ
ざ
元
で
教
鞭
を

取
っ
て
十
七
年
に
な
り
ま
す
が
、
現
教
皇
が
繰

り
返
す
「
自
分
の
殻
か
ら
抜
け
出
し
て
実
存
的

な
『
周
辺
』
に
赴
く
」
、
「
貧
し
い
人
を
訪
れ

る
」
と
い
う
招
き
は
教
皇
自
身
の
実
践
に
基
づ

い
て
い
て
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

私
は
大
学
人
で
す
か
ら
こ
う
し
た
招
き
へ
の

答
え
が
教
員
と
し
て
の
も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
視
点
を
忘
れ
な

い
こ
と
、
抽
象
的
な
理
論
に
流
れ
な
い
で
、
同

時
に
大
学
と
し
て
現
実
的
に
社
会
へ
の
貢
献
が

あ
る
よ
う
に
と
い
う
教
皇
の
招
き
は
分
か
り
や

す
い
と
同
時
に
、
日
々
の
現
場
で
表
現
す
る
に

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
の

頃
で
す
。

【
菅
原 

裕
二
師
】
一
九
五
七
年
宮
城
県
生
れ
。

上
智
大
学
法
学
部
卒
業
と
同
時
に
イ
エ
ズ
ス
会

に
入
会
し
、
八
七
年
か
ら
ロ
ー
マ
に
在
住
、
九

一
年
司
祭
叙
階
。
九
八
年
よ
り
教
皇
庁
立
グ
レ

ゴ
リ
ア
ン
大
学
教
会
法
学
部
で
教
鞭
を
取
り
、

二
〇
一
三
年
よ
り
同
学
部
長
。
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聖
三
木
図
書
館
ロ
ゴ

イ
エ
ズ
ス
会
の
イ
ル
マ
ン
と
し
て

両
手
を
掲
げ
、
人
々
に
教
え
を
説

く
パ
ウ
ロ
三
木
。

見
せ
し
め
の
た
め
、
他
の
殉
教
者

と
と
も
に
左
耳
を
そ
が
れ
た
。

菅
原 

裕
二

教
皇
庁
立
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
大
学

教
会
法
学
部
長

「
過
去
に
感
謝･

現
在
を
喜
び･

未
来
に
希
望
を
」

      

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
触
れ
て
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潜
伏
組
織
作
り
で
信
仰
維
持

今
年
は
、
長
崎
・
浦
上
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

が
パ
リ
外
国
宣
教
会
の
プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父
と
の

出
会
い
を
果
た
し
て
か
ら
百
五
十
年
に
な
る
。

所
謂
、
「
信
徒
発
見
」
、
「
キ
リ
シ
タ
ン
の
復

活
」
で
あ
る
。
長
崎
・
熊
本
両
県
は
「
長
崎
の

教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
へ
の
正
式
登
録
を
、
こ
の
節
目
の

年
に
と
念
じ
て
き
た
。

浦
上
と
外
海
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、

「
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
予
言
」
、
「
バ
ス
テ
ィ
ア

ン
の
日
繰
り(

暦
）
」
及
び
教
理
書
「
天
地
始

之
事
」
を
拠
り
所
に
、
禁
教
時
代
を
生
き
て
キ

リ
シ
タ
ン
信
仰
を
守
り
伝
え
て
き
た
。
「
予
言
」

は
、
「
七
代
た
て
ば
コ
ン
へ
ソ
ー
ロ(

聴
罪
司

祭)

が
黒
船
で
や
っ
て
来
る
」
と
の
伝
道
士
バ

ス
テ
ィ
ア
ン
の
言
い
伝
え
で
あ
る
。
一
六
三
四

年(

寛
永
十
一)

頃
に
、
長
崎
と
そ
の
近
在
で
の

宣
教
師
の
活
動
は
途
絶
え
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
年
の
年
紀
を
も
つ
「
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
日
繰

り
」
は
一
六
三
四
年
の
太
陰
暦
に
よ
る
教
会
暦

で
、
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
帰
国
す
る
宣
教
師
ジ
ワ

ン
の
指
導
で
作
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
、

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
帳
方(

組
親)

が
こ
の
暦
を

元
に
し
て
毎
年
の
日
繰
り
を
作
成
し
、
障
り
の

日(

忌
み
日)

を
繰
り
出
し
た
。
帳
役(

帳
方)

、

洗
礼
の
授
け
役
で
あ
る
水
方
、
そ
の
週
の
障
り

の
日(

忌
み
日)

を
触
れ
回
る
聞
役
の
三
役
が
潜

伏
組
織
を
維
持
し
て
き
た
。

マ
リ
ア
像
と
納
戸
神

バ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
予
言
と
日
繰
り
、
「
天
地

始
之
事
」
は
、
一
七
九
七
年(

寛
政
九)

に
五
島

氏
が
大
村
氏
に
領
民
の
移
住
を
申
し
込
み
、
外

海
の
黒
崎･

三
重
の
農
民
た
ち
が
移
住
し
た
と

き
に
五
島
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
で
五
島
に

再
び
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
が
蘇
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス

会
の
画
学
舎
で
学
ん
だ
者
が
描
い
た
と
さ
れ
る

「
雪
の
サ
ン
タ･

マ
リ
ア
」
像
や
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
系
の
「
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
」
、
ま
た

近
年
パ
リ
で
確
認
さ
れ
た
「
日
本
の
聖
母
」
像

が
、
祈
り
の
場
に
密
か
に
飾
ら
れ
て
崇
め
ら
れ

て
い
た
。

一
方
、
「
天
地
始
之
事
」
や
「
日
繰
り
帳
」

を
持
た
な
か
っ
た
平
戸･

生
月
の
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
に
は
「
納
戸
神
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
保
管

者
の
ご
番
役(

親
父
役)
は
津
元
と
い
わ
れ
、
そ

の
家
が
寄
合
の
場
所
と
な
っ
た
。
同
地
の
潜
伏

組
織
は
、
爺
役(

洗
礼
の
授
け
役)
、
ご
番
役
、

み
弟
子(

小
組
、
コ
ン
パ
ン
ヤ
の
頭)
か
ら
な
る
。

イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
指
導
の
「
被
昇
天
の
聖
母
の

組
」
は
、
小
組
、
大
組
、
惣
組
の
組
織
か
ら
な

り
、
小
親･

大
親･

惣
親(

組
親)

が
キ
リ
シ
タ
ン

を
指
導
し
て
い
た
。
「
組･

講
」
は
慈
悲
の
組

や
コ
ン
フ
ラ
リ
ア(

信
心
会)

の
組
と
同
義
で
あ

る
。
「
納
戸
神
」
に
は
、
「
ご
ぜ
ん
様
」
と
い

わ
れ
る
聖
画
や
聖
像
「
お
掛
け
絵
」
、
十
字
架

の
紙
片
の
「
お
ま
ぶ
り
」
、
聖
水
の｢

お
水｣

な

ど
が
あ
る
。
「
お
水
」
は
生
月
島
前
に
あ
る
聖

な
る
中
江
の
島
の
水
で
あ
る
。

破
壊
か
ら
二
四
五
年
後
に
教
会
再
建

開
国
後
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
一
八
六
二
年

横
浜
の
居
留
地
に
天
主
堂
を
建
造
し
た
。
長
崎

の
大
浦
に
天
主
堂
が
建
っ
た
の
は
一
八
六
四
年

十
二
月
、
翌
年
二
月
十
九
日
に
献
堂
式
が
行
わ

れ
、
日
本
二
十
六
聖
殉
教
者
に
捧
げ
ら
れ
た
。

一
六
二
〇
年
の
教
会
破
壊
か
ら
二
四
五
年
目
に

な
る
。
三
月
十
七
日
に
浦
上
の
農
民
十
五
人
程

が
天
主
堂
を
訪
ね
、
女
性
三
人
が
プ
チ
ジ
ャ
ン

神
父
に
「
サ
ン
タ･

マ
リ
ア
の
御
像
」
に
つ
い

て
問
い
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し

た
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
発
見
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
復

活
と
い
わ
れ
る
。

信
仰
堅
持
は
唯
一
人

一
八
六
七
年
四
月
、
彼
ら
は
死
者
を
自
葬
し
、

庄
屋
に
口
上
書
を
提
出
し
て
檀
家
寺
聖
徳
寺
と

絶
縁
し
た
。
長
崎
奉
行
が
浦
上
の
四
つ
の
「
秘

密
教
会
」
を
急
襲
さ
せ
た
の
は
七
月
十
五
日
の

未
明
で
あ
っ
た
。
指
導
的
キ
リ
シ
タ
ン
が
逮
捕

さ
れ
た
。
厳
し
い
拷
問
に
よ
り
八
一
名
が
改
心

(

棄
教)

し
た
中
で
、
高
木
仙
右
衛
門
一
人
が
信

仰
を
堅
持
し
た
。
彼
は
改
心
す
る
者
を
、
「[

改

心
は]

御
主
様(

イ
エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト)

、
サ

ン
フ
ラ
ン
セ
ス
コ
ザ
ベ
リ
ヨ
、
又
日
本
の
ま
る

ち
れ
す(

殉
教
者)

に
…
す
ま
ぬ
事
で
あ
れ
ば
、

…
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト(

聖
霊)

の
ち
か
ら
を
も
っ

て
、
と
も
に
し
の
ぎ
ま
せ
う
と
、
…
（
仙
右
衛

門
覚
書
）
」
と
励
ま
し
た
。

信
仰
の
自
由
は
明
治
六
年

幕
府
は
一
八
六
七
年
十
一
月
十
五
日
に
朝
廷

に
大
政
奉
還
し
た
が
、
浦
上
問
題
は
明
治
新
政

府
に
引
き
継
が
れ
た
。
政
府
は
、
翌
年
七
月
二

十
日
仙
右
衛
門
ら
中
心
人
物
百
十
四
名
を
萩･

津
和
野･

福
山
三
藩
に
流
罪
に
し
た
。
一
年
半

後
に
第
二
回
目
の
流
罪
が
あ
り
、
都
合
三
、
三

九
四
名
が
西
国
二
十
藩
に
流
配
と
な
っ
た
。
過

酷
な
「
旅
」
を
終
え
て
、
仙
右
衛
門
ら
一
、
九

三
八
名
が
浦
上
に
帰
る
の
は
、
禁
制
の
高
札
が

撤
廃
さ
れ
た
一
八
七
三
年(

明
治
六
年)

二
月
二

四
日
後
で
あ
る
。
彼
ら
の
強
靱
な
信
仰･

堅
信

が
、
外
国
公
館
・
外
国
政
府
を
突
き
動
か
し
、

「
信
仰
の
自
由
」
獲
得
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

    使徒パウロの理解深めた図書館

若林 支郎（聖イグナチオ教会信徒）

聖イグナチオ教会ではブラザー・エルナン
デスの週1回の信仰講座が開かれていたが、本
年3月、ブラザーが教会を去られたのを機に閉
講となった。私は、約10年にわたって、いわ
ゆるヘルパーとして講座のお手伝いをした。
ブラザーは「信仰はお勉強じゃない」という
のが口癖で、毎日曜日のミサの手引『聖書と
典礼』を教材として使っていた。その間を通
じて、改めて感じたことは、新約聖書における、
パウロの存在だった。

パウロを論じる場合、彼がどのような生涯
をたどったかは、大きな問題です。彼の生涯、
とくに宣教旅行を丹念にたどることによって、
初期キリスト教をめぐる問題点が浮かびあが
ってくるのではないか。私はそう考え、講座
のたびにシリアから始まり、アジア、マケド
ニアの簡単な地図をホワイトボードに書いて、
皆さんと話し合った。そのかいあって、受講
者の皆さんから「地図をたどることで、より
よく理解することが出来た」との声を頂きう
れしく思った。

使徒パウロに関しての参考書は、教会に隣
接する聖三木図書館には、多くの専門的な著
作がそろっているので心強かった。私はとり
わけ「旅のパウロ＝その経験と運命」(佐藤　
研著･岩波書店)には心を打たれた。

声

江上教会＝明治14年に長崎から奈留島に移住した4家族から始
まった地域。信徒が40余世帯になった大正7年に地引網漁の利
益を集めて建てた。世界遺産の登録候補で青い鎧戸がクリーム
色の天主堂に映える。国指定重要文化財。（写真：峰脇 英樹）

（
キ
リ
シ
タ
ン
史
こ
と
は
じ
め
）

    

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
と
「
信
徒
発
見
」

         

浦
上
四
番
崩
れ
を
経
て
信
仰
の
自
由 

東
京
大
学
名
誉
教
授  

五
野
井 

隆
史

【
編
集
部
か
ら
】
五
野
井
先
生
の
原
稿
は
、
『
ゆ
る
し
』
第
八
号
か
ら
続
く
三
部
作
の
最
終

回
で
す
。
第
一
回
は
、
ザ
ビ
エ
ル
渡
来
か
ら
日
本
人
司
祭
誕
生
ま
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
初
期
の

状
況
。
第
二
回
は
『
ゆ
る
し
』
十
号
で
、
信
徒
の
増
加
と
深
ま
っ
た
信
仰
、
逆
に
禁
教･

弾

圧
の
始
ま
り
ま
で
を
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。
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か
所
あ
る
教
会
を
全
て
巡
り
ま
し
た
。
下
五
島･

福
江
島
も
も
ち
ろ
ん
訪
れ
ま
し
た
。
長
崎
の
外

海
地
区
や
平
戸
な
ど
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
の
地
区

へ
も
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。

大
自
然
に
包
ま
れ
た
信
仰

そ
れ
ら
の
教
会
が
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
豪
奢
な
大
聖
堂
の
よ
う
な
荘
厳
さ
は
な

く
て
も
、
ま
た
頭
ヶ
島
天
主
堂
の
よ
う
に
国
の

重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
教
会
で
あ
ろ
う
と

な
か
ろ
う
と
、
そ
の
教
会
に
集
う
人
々
の
心
の

中
に
は
、
同
じ
よ
う
に
信
仰
が
生
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
脇
か
ら
、
五
島
の
人
々
、
美
し
い
小

さ
な
入
り
江
や
五
島
の
紺
碧
の
海
、
大
き
な
自

然
が
包
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
い

る
自
分
が
生
ま
れ
変
わ
る
よ
う
な
気
が
し
て

き
ま
す
。
私
は
、
「
も
う
一
度
五
島
を
訪
れ

た
い
！
」
と
皆
様
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
写
真
を
こ
れ
か
ら
も
撮
り
続
け
る
こ
と
が
、

私
自
身
の
巡
礼
で
あ
り
、
巡
礼
路
作
り
な
の
だ
、

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
世
界
遺
産
に
な

る
な
ら
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
か
・
・
・
。

【
お
知
ら
せ
】

◎
冬
休
み
の
長
期
貸
出
に
つ
い
て

十
二
月
二
十
三
日
（
水
）
～
一
月
五
日
（
火
）

ま
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
及
び
冬
期
休
館

に
伴
い
、
十
二
月
二
日
（
水
）
か
ら
長
期

貸
出
を
始
め
ま
す
。
休
館
中
の
返
却
は
入

口
の
返
却
ポ
ス
ト
へ
。

◎
開
館
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。

月
～
土
　
　
十
一
時
～
十
八
時

日
　
　
　
　
十
時
　
～
十
七
時

休
館
＝
木
曜
、
月
末
の
館
内
整
理
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
、
夏
期
休
暇

【
友
の
会
か
ら
の
お
願
い
】

聖
三
木
図
書
館
友
の
会
の
継
続
更
新
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
更
新
手
続
き
と
会
費
の

納
入
は
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付
け
ま
す
。

◎
年
会
費
＝
一
般
三
〇
〇
〇
円
、
学
生
一
〇

〇
〇
円
、
賛
助
会
員
一
〇
〇
〇
〇
円

◎
年
会
費
は
、
銀
行
口
座･

ゆ
う
ち
ょ
口
座
か

ら
の
自
動
払
込
み
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
年
会
費
を
お
振
込
み
で
納
入
さ
れ
る
場
合

み
ず
ほ
銀
行
四
谷
支
店
　
普
通
預
金

口
座
番
号
　1115848

口
座
名
義
　
イ
エ
ズ
ス
カ
イ
セ
イ
ミ
キ

ト
シ
ョ
カ
ン
ト
モ
ノ
カ
イ

＊
お
名
前
の
後
に
会
員
番
号
を
お
書
き
く

だ
さ
い
。

◎
新
規
入
会
の
手
続
き
は
随
時
カ
ウ
ン
タ
ー

で
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
本
人
確
認
の
た

め
の
書
類
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
、

学
生
の
方
は
学
生
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

教
会
の
鐘
が
日
常
の
リ
ズ
ム

私
は
、
長
崎
県
の
五
島
列
島
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
か
ら
、
教
会
は
、
身
近
な
存
在
で
し
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
教
会
の
鐘
の
音
が
日
常
生
活

の
リ
ズ
ム
で
し
た
。
早
朝
の
ミ
サ
時
間
、
お
昼
、

夕
方
に
は
、
必
ず
鐘
が
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。
私

が
育
っ
た
新
上
五
島
町
桐
古
里
郷
と
い
う
小
さ

な
集
落
で
は
、
住
民
全
て
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒

で
し
た
。
で
す
か
ら
生
活
も
行
事
も
小
さ
な
港

を
見
下
ろ
す
教
会
が
中
心
で
、
学
校
の
行
事
で

も
そ
の
後
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
子
供
の

こ
ろ
の
移
動
手
段
は
小
舟
か
、
獣
道
の
よ
う
な

山
道
伝
い
で
し
た
か
ら
、
高
校
卒
業
ま
で
に
行

っ
た
こ
と
の
あ
る
教
会
は
、
桐
教
会
の
ほ
か
二

つ
ぐ
ら
い
だ
け
で
し
た
。

サ
ン
チ
ャ
ゴ
巡
礼
か
ら
構
想

そ
ん
な
私
が
、
「
五
島
に
巡
礼
路
を
作
ろ
う
！
」

と
願
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
両
親
と

の
死
別
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
写
真
学
校
を
出
た

二
十
歳
代
の
私
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
助
手
と
し

て
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
巡
礼
の
取
材
に
同

行
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
逢
っ
た
人
た
ち
は
、

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
ホ
タ
テ
貝
を
身
に
付
け
、

杖
を
携
え
て
田
舎
の
道
を
歩
く
人
と
、
幸
せ
そ

う
な
笑
顔
で
迎
え
る
村
人
で
し
た
。
こ
の
様
子

を
毎
日
見
て
、
「
こ
ん
な
巡
礼
路
が
、
故
郷
の

五
島
に
あ
れ
ば
…
」
、
私
の
親
を
失
っ
た
心
を

癒
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
訪
れ
る
人
も
癒

さ
れ
、
幸
せ
に
な
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
ま
し

た
。ま

ず
、
五
島
を
見
て
回
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

幸
い
五
島
の
教
会
を
結
ぶ
道
は
整
備
さ
れ
て
い

て
、
歩
い
て
も
車
で
も
回
れ
ま
し
た
。
一
度
な

ら
ず
何
度
も
訪
れ
て
写
真
に
撮
り
ま
し
た
。
明

治
時
代
の
住
民･

信
徒
が
自
分
た
ち
で
資
材
を

運
ん
で
建
て
た
教
会
や
、
上
五
島
だ
け
で
二
九

故
郷
の
教
会
群
を
結
ぶ
巡
礼
路
を

写 

真 

家    
峰
脇 

英
樹

日本人とキリスト教の奇妙な関係       菊池章太著              KADOKAWA
存在の根を探して：イエスとともに     中川博道著              オリエンス宗教研究所
霊性の哲学                           若松英輔著              KADOKAWA
井上洋治著作集                       井上洋治著              日本キリスト教団出版局
信仰の遺産                           岩下壮一著              岩波書店
実践する神秘主義：普通の人たちに送る小さな� イヴリン･アンダーヒル著   新教出版社
希望の光：危機を通して、救いの道へ� 英隆一郎著              オリエンス宗教研究所
『銀河鉄道の夜』と聖書：ほんたうのさいはひ� 椚山義次著　�        キリスト新聞社
恵みを受けとめるヒント：いのり･ひかり･みのり� 中井俊已著　�        ドン･ボスコ社
救われるのは誰か                     粕谷甲一著�        女子パウロ会
祈りのともしび：2000年の信仰者の祈りに学ぶ  平野克己編              日本キリスト教団出版局
秘跡･聖霊のたまもの･教会：教皇講話集 教皇フランシスコ著      カトリック中央協議会

＊おすすめの新刊＊
幸せはあなたの心が決める             渡辺和子著              PHP研究所
神父と修道士と宣教師たち             大山悟ほか共著          女子パウロ会

近頃、聖三木図書館でよく読まれている本 2015年10月

桐教会＝江戸時代に長崎･外海から移住し迫害に耐えた信徒が、明治期
に五島地域で信仰を復活させた中心地。若松瀬戸に面した赤い屋根が
印象的だ。雨上がりに見事な虹がかかった。（写真：峰脇 英樹）

頭
ヶ
島
教
会
＝
全
国
で
も
珍
し
い
石
造
り
の
教
会
。
大
正
八
年
に

完
成
し
た
国
指
定
重
要
文
化
財
で
世
界
遺
産
の
候
補
。
明
治
六
年

の
信
仰
自
由
化
直
前
に
、
同
島
の
信
徒
十
数
人
が
激
し
い
迫
害･

弾

圧
を
受
け
た
。
教
会
の
前
の
海
辺
に
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
が
広
が
る
。

（
写
真
：
峰
脇 

英
樹
）



ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
花
は
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
茨
城
県
の
国
営

ひ
た
ち
海
浜
公
園
で
も
、
東
京
・
立
川
の
国
営
昭
和
記
念
公
園
で

も
見
事
に
群
生
し
て
周
り
を
青
く
染
め
上
げ
る
。
し
か
し
、
一
本

だ
け
見
る
と
、
五
弁
の
花
び
ら
が
底
を
白
く
彩
っ
て
い
る
。
実
に

可
憐
で
花
言
葉
『
ゆ
る
し
』
も
う
な
ず
け
る
。

（
大
分
県
中
津
市
耶
馬
渓
の
「
青
の
洞
門
」
付
近
で
撮
影
）
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「
百
聞
は
一
見
に
…
」

上
智
大
学
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
主
催
『
長

崎
の
教
会
群
巡
礼
』
の
企
画
を
長
女
の
メ
ー
ル

で
知
り
、
充
実
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
娘
と
の

同
行
も
嬉
し
く
て
す
ぐ
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

長
崎
の
教
会
群
巡
礼
は
、
余
り
に
素
晴
ら
し

く
て
一
言
で
は
伝
え
き
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
で
、
初
め
て
訪
れ
た
長

崎
や
五
島
列
島
が
と
て
も
身
近
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
驚
い
た
の
は
、
教
会
が
多
い
こ
と
で
す
。

そ
れ
だ
け
人
々
の
生
活
に
信
仰
が
溶
け
込
ん
で

い
る
土
地
柄
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は

五
島
列
島
で
十
、
長
崎
周
辺
で
四
の
教
会
を
巡

礼
し
、
た
く
さ
ん
の
教
会
を
回
っ
た
と
思
い
ま

し
た
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
五
島
列
島

だ
け
で
も
五
十
一
も
教
会
が
あ
り
、
巡
礼
出
来

た
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
し
た
。

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
故
郷

五
島
列
島
の
教
会
群
は
、
青
い
海
辺
や
緑
に

覆
わ
れ
た
入
り
江
の
山
頂
に
建
っ
て
い
て
、
ど

れ
も
遠
く
か
ら
見
る
と
一
幅
の
絵
の
よ
う
に
美

し
く
、
近
づ
く
と
白
い
レ
ー
ス
の
よ
う
な
彫
り

の
あ
る
木
造
だ
っ
た
り
、
堅
固
な
煉
瓦
造
り
だ

っ
た
り
、
ノ
ア
の
箱
舟
の
形
だ
っ
た
り･

･
･

。

聖
堂
内
の
造
り
も
個
性
的
で
、
実
在
し
た
漁
師

や
長
崎
大
司
教
、
主
任
司
祭
を
モ
デ
ル
に
し
た

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
あ
り
、
各
教
会
を
造
っ
た

人
々
の
教
会
作
り
へ
の
意
気
込
み
に
親
し
み
を

感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
に
そ
れ
ぞ
れ
美
し
い
マ
リ

ア
像
が
安
置
さ
れ
て
い
て
、
心
が
安
ら
ぎ
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
こ
こ
は
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信

仰
の
故
郷･

聖
地
だ
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し

た
。

レ
ン
ガ
を
背
負
っ
て
運
び
建
て
た
教
会

特
に
心
に
残
っ
た
の
は
、
赤
い
煉
瓦
造
り
の

「
青
砂
ヶ
浦
教
会
」
で
す
。
設
計･

施
工
は
鉄

川
与
助
氏
。
外
国
か
ら
の
原
書
を
基
に
教
会
建

築
を
勉
強
し
て
建
て
た
と
い
う
教
会
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
教
会
か
と
み
ま
が
う
ほ
ど
威
風
堂
々

と
落
ち
着
き
の
あ
る
外
観
で
、
ア
ー
チ
状
の
入

り
口
や
白
く
縁
取
ら
れ
た
長
方
形
の
窓
が
左
右

対
照
に
赤
煉
瓦
に
映
え
て
い
ま
す
。
カ
ラ
フ
ル

な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
入
り
口
上
部
の
丸
い
バ

ラ
窓
も
美
し
く
、
聖
な
る
雰
囲
気
に
満
ち
て
い

ま
す
。
信
徒
た
ち
が
小
高
い
建
設
現
場
ま
で
煉

瓦
を
運
び
上
げ
て
造
っ
た
と
か
。
縄
で
縛
っ
た

煉
瓦
を
背
負
い
、
島
の
坂
道
を
登
る
日
焼
け
し

て
汚
れ
た
顔
の
老
若
男
女
の
写
真
を
み
て
、
本

当
に
こ
の
人
た
ち
の
労
働
奉
仕
で
建
て
ら
れ
た

教
会
な
ん
だ
！
と
深
く
感
動
し
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
日
曜
日
で
、
主
日
の
ミ
サ
に
与
か
り
、
時

を
超
え
て
、
こ
の
教
会
を
作
っ
た
方
た
ち
と
同

じ
キ
リ
ス
ト
の
御
体
、「
い
の
ち
の
パ
ン
」
を

拝
領
し
た
感
激
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ひ
た
す
ら
信
じ
祈
っ
た
人
た
ち

次
に
感
じ
た
の
は
、
古
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
た

ち
や
そ
の
子
孫
の
方
々
の
純
粋
で
一
途
な
信
仰

心
で
す
。
宣
教
師
に
よ
っ
て
は
る
ば
る
伝
え
ら

れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
、
弾
圧
で
指
導
司

祭
も
い
な
い
中
、
二
五
〇
年
間
も
ひ
た
す
ら
守

り
、
伝
え
続
け
た
こ
と
は
奇
跡
で
す
。
マ
リ
ア

観
音
や
貝
殻
の
模
様
に
十
字
架
を
見
て
祈
っ
た

人
た
ち
の
遺
品
を
見
て
、
禁
教
令
の
中
、
キ
リ

ス
ト
の
教
え
を
信
じ
て
生
き
た
人
た
ち
の
信
仰

心
に
感
じ
入
り
ま
し
た
。
大
浦
天
主
堂
で
の
「
信

徒
発
見
」
の
話
は
何
度
聞
い
て
も
感
動
し
ま
す
。

そ
の
後
の
浦
上
四
番
崩
れ
の
弾
圧
に
よ
る
拷
問

や
流
転
に
耐
え
て
帰
還
し
た
方
々
が
貧
困
の
中

で
教
会
を
建
て
、
愛
の
信
仰
共
同
体
を
作
り
上

げ
た
こ
と
、
そ
の
子
孫
た
ち
も
食
べ
物
に
も
事

欠
く
中
で
教
会
を
守
り
続
け
て
い
る
こ
と
を
想

う
時
、
彼
ら
の
信
仰
を
支
え
、
励
ま
し
、
慰
め

と
喜
び
を
与
え
続
け
た
神
の
い
の
ち･

聖
霊
の

生
き
た
は
た
ら
き
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
私
の

未
熟
な
信
仰
も
強
め
ら
れ
る
気
が
し
ま
す
。

ぜ
ひ
世
界
遺
産
登
録
を

最
後
に
想
う
の
は
、
五
島
列
島
が
過
疎
化
し

て
人
口
が
激
減
す
る
中
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い

だ
歴
史
あ
る
美
し
い
教
会
群
の
維
持
管
理
が
容

易
で
は
な
い
と
い
う
現
実
で
す
。
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
る
の
を
願
い
な
が
ら
も
、
世
俗
化
を

憂
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
自
然
環
境
の
保
全
も

担
保
し
た
上
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
、
多

く
の
人
が
訪
れ
て
教
会
群
の
す
ば
ら
し
さ
に
触

れ
、
脈
々
と
流
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
愛
の
心
が
伝

わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。

【
湯
川 

千
恵
子
氏
】
一
九
三
五
年
高
知
県
宿
毛

市
生
ま
れ
。
還
暦
過
ぎ
て
ア
メ
リ
カ
留
学
。
ミ

シ
ガ
ン
大
学
大
学
院
卒
業
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
取
得
）。

著
書
に
『
私
は
二
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』、『
お

て
ん
ば
ち
い
ち
ゃ
ん
の
夏
休
み
』、『
て
の
ひ
ら

の
し
あ
わ
せ
』
な
ど
。
三
五
年
余
り
「
心
の
と

も
し
び
」
ラ
ジ
オ
原
稿
レ
ギ
ュ
ラ
ー
執
筆
中
。

長
女･

平
尾
桂
子
氏
は
、
上
智
大
学
大
学
院
地

球
環
境
研
究
科
教
授
。

湯
川 

千
恵
子

随
筆
家

JR･地下鉄
四ッ谷駅徒歩3分

四谷駅前

JR
四ッ谷駅

地下鉄
四ッ谷駅

上智大学

2F
聖三木
図書館

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会

聖三木図書館案内図

長
崎
の
教
会
群
を
巡
礼
し
て

高木 仙右衛門
青砂ヶ浦教会＝5年前に献堂100年を迎えた堂々とした天主堂で国指定
重要文化財。白いマリア像がマッチする教会は、50世帯ほどの信徒が
総出でレンガを奈摩の浜から担ぎ上げて建てた。（写真：峰脇 英樹）

巡礼中の湯川氏（左）と長女の平尾教授

友の会のシンボル、ネモフィラ
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